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平
成
十
五
年
度
現
代
宗
教
研
究
所
事
業
報
告

１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
三
十
六
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期

日

平
成
十
五
年
九
月
三
日
（
水
）
・
四
日
（
木
）

会

場

日
蓮
宗
宗
務
院

宿

泊

大
森
東
急
イ
ン

参
加
人
数

一
六
二
名

開
催
趣
旨

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
広
く
法
華
経
教
化
に
つ
い
て

論
議
し
、
具
体
的
方
策
を
樹
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
各
管
区
の
教
区
教
研
運
営
委

員
を
中
心
と
し
て
、
教
区
・
管
区
で
の
教
化
活
動
の
現

状
を
話
し
合
い
、
教
化
に
係
わ
る
諸
問
題
を
研
究
・
調

査
し
ま
す
。

討
議
を
通
し
て
、
教
学
の
現
代
化
、
教
化
の
方
策
、
社

会
問
題
等
に
取
り
組
み
、
問
題
の
把
握
、
解
決
、
教
材

資
料
の
作
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

論
談
を
通
し
て
、
日
蓮
一
門
、
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の

意
識
を
た
か
め
ま
す
。

テ
ー
マ

日
蓮
宗
の
布
教
を
考
え
る

｜
通
仏
教
化
し
た
現
状
と
摂
受
折
伏
問
題
｜

（
説
明
）

立
正
大
学
名
誉
教
授
今
成
元
昭
師
が
、
雑
誌
『
統
一
』

平
成
十
一
年
四
月
号
で
「
日
蓮
聖
人
と
い
え
ば
折
伏
主
義

の
人
だ
と
い
う
印
象
を
懐
く
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

『
観
心
本
尊
抄
』
に
、
僧
た
る
も
の
は
摂
受
行
に
よ
っ
て

正
法
を
弘
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

る
よ
う
に
、
仏
説
の
本
道
が
『
摂
受
正
法
』
に
あ
る
と
い

う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
弁
え
た
方
で
あ
っ
た
」
と
書
き
、

『
日
蓮
宗
勧
学
院
報
』
第
二
号
に
「
五
編
し
か
な
い
ご
真

蹟
遺
文
の
摂
受
折
伏
に
触
れ
て
い
る
御
書
の
中
で
、
先
ほ
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ど
の
『
開
目
抄
』
の
（『
常
不
軽
品
の
ご
と
し
』
の
）
一

句
が
（
後
代
の
加
筆
で
）
日
蓮
聖
人
の
お
言
葉
で
な
い
と

す
る
と
、
折
伏
が
い
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
も
の
は
一

つ
も
な
い
。
む
し
ろ
摂
受
が
い
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

る
」
と
発
表
し
て
以
来
、《
摂
受
折
伏
》
論
争
が
お
こ
っ

て
い
ま
す
。

岩
間
湛
正
宗
務
総
長
も
昨
年
三
月
の
定
期
宗
会
で
本
年

度
施
政
方
針
重
点
目
標
の
ひ
と
つ
に
「
宗
門
の
基
本
姿
勢

と
し
て
の
摂
折
問
題
」
を
挙
げ
、
宗
会
直
後
の
当
研
究
所

主
催
「
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
今
成
師
講
演
「
日
蓮
聖
人
の
摂
受
・
折
伏
観
に
つ
い

て
」
と
質
疑
応
答
・
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

以
上
の
成
果
に
続
き
本
年
の
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、

い
ま
研
究
・
調
査
を
求
め
ら
れ
て
い
る
摂
受
折
伏
問
題

を
、
現
代
教
化
の
観
点
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

開
催
方
式

今
回
の
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
左
記
の
方
式
で
開
催

し
ま
す
。

立
正
大
学
名
誉
教
授
今
成
元
昭
師
に
摂
受
正
意
の
立
場

か
ら
、
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
長
伊
藤
瑞
叡
師

に
折
伏
正
意
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
時
間
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

両
師
の
講
演
内
容
に
対
す
る
質
問
を
受
け
付
け
、
両
師

並
坐
の
か
た
ち
で
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
両
師
の
対

論
は
、
予
定
い
た
し
ま
せ
ん
。

両
師
の
講
演
内
容
を
問
題
提
起
と
し
て
、
三
分
科
会

（
１
現
代
教
学
、
２
教
団
教
化
、
３
現
代
社
会
）
に
わ

か
れ
、
摂
折
問
題
を
、

１
現
代
と
教
学
｜
摂
折
論
の
現
代
的
把
握
、
教
学
の
現

代
的
把
握

２
教
団
・
教
化
｜
世
間
の
目
線
に
た
っ
た
布
教
、
二
十

一
世
紀
に
適
応
す
る
具
体
的
な
教
師
像
、
葬
儀
の
規

範
３
現
代
社
会
｜
社
会
問
題
へ
の
意
思
表
示
、
立
正
平
和

運
動

の
視
点
か
ら
検
討
し
、
具
体
的
な
提
案
に
ま
と
め
ま

す
。
申
込
時
に
、
参
加
分
科
会
の
希
望
を
聞
き
ま
す
。

全
体
会
議
で
三
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
日
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蓮
宗
の
布
教
を
考
え
る
｜
通
仏
教
化
し
た
現
状
と
摂
受

折
伏
問
題
」
の
ま
と
め
を
お
こ
な
い
ま
す
。

各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各
寺

院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管
区

（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
下
さ
い
。

日

程

第
一
日
目

九
月
三
日
（
水
）

受

付

一
〇
時
〇
〇
分

開

会

式

一
〇
時
三
〇
分

基
調
講
演

一
一
時
〇
〇
分

一
三
時
〇
〇
分

立
正
大
学
名
誉
教
授

今
成
元
昭
師

「
日
蓮
聖
人
の
摂
受
折
伏
観
に
つ
い
て
」

昼

食

一
三
時
〇
〇
分

一
三
時
四
五
分

基
調
講
演

一
三
時
四
五
分

一
五
時
四
五
分

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
長

伊
藤
瑞
叡
師

「
開
目
抄
に
お
け
る
摂
折
観

｜
仏
教
古
典
学
の
立
場
か
ら
」

質
疑
応
答

一
六
時
〇
〇
分

一
六
時
三
〇
分

分
科
会
討
議

一
六
時
四
五
分

一
七
時
四
五
分

（
１
｜
五
階
講
堂

２
｜
四
階
第
一
・
二
研
修
室

３
｜
四
階
第
三
・
四
研
修
室
）

移

動

一
八
時
〇
〇
分

夕

食

会

一
九
時
〇
〇
分

二
〇
時
三
〇
分

第
二
日
目

九
月
四
日
（
木
）

朝

食

移

動

八
時
〇
〇
分

分
科
会
討
議

九
時
〇
〇
分

一
一
時
〇
〇
分

全
体
会
議

一
一
時
一
五
分

一
二
時
一
五
分

閉

会

式

一
二
時
一
五
分

一
二
時
三
〇
分

昼

食

一
二
時
三
〇
分

一
三
時
〇
〇
分

解

散

一
三
時
〇
〇
分

参
加
者

教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教
師

（
管
区
一
名
必
ず
参
加
の
こ
と
。
一
名
以
上
参
加
ご
希
望
の

場
合
は
、
宗
務
所
か
ら
あ
ら
か
じ
め
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究

所
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
）。
女
性
教
師
も
積
極
的
に
ご
参
加
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く
だ
さ
い
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

●
第
二
十
七
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

七
月
二
日

三
日

鳥
取
県
米
子
市
米
子
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
開
催

基
調
講
演

「
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
を
新
た
な
る
出
発
点
と
し
て

｜
ご
聖
誕
八
百
年
に
日
蓮
宗
は
生
き
残
れ
る
か
｜
」

影
山
教
俊
（
千
葉
県
釋
迦
寺
住
職
）

第
一
分
散
会
「
日
蓮
聖
人
」「
い
の
ち
」「
幸
せ
」

第
二
分
散
会
「
お
釈
迦
さ
ま
」「
私
と
は
」「
幸
せ
」

第
三
分
散
会
「
題
目
っ
て
」「
お
寺
っ
て
ど
ん
な
と
こ
」

「
幸
せ
」

第
四
分
散
会
「
法
華
経
」「
お
坊
さ
ん
っ
て
ど
ん
な
人
」

「
幸
せ
」

●
二
十
七
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

八
月
二
十
七
日

北
海
道
札
幌
市
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ

ム
・
サ
ッ
ポ
ロ
《
オ
テ
ル
・
ド
・
レ
ー
ゼ
ン
》
に
て
開

催全
体
会
議
テ
ー
マ

「『
法
器
養
成
』
師
弟
教
育
を
巡
る
問
題
」

基
調
講
演
「
子
弟
教
育
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

浜
島
典
彦
（
勧
学
院
嗣
学
職
）

●
第
十
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

九
月
八
日

九
日

群
馬
県
吾
妻
郡
栗
生
楽
泉
園
（
ハ

ン
セ
ン
病
国
立
療
養
所
）、
日
蓮
宗
妙
法
会
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
伝
え
る
｜
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救

済
活
動
の
軌
跡
と
現
状
｜
」

基
調
講
演
「
綱
脇
龍
妙
上
人
の
救
ら
い
活
動
」

小
野
文

（
群
馬
県
天
龍
寺
住
職
）

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
と
現
状
」

並
里
ま
さ
子
（
栗
生
楽
泉
園
副
園
長
）

●
第
二
十
三
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

九
月
十
六
日

十
七
日

熊
本
県
熊
本
市
ニ
ュ
ー
ス
カ

イ
ホ
テ
ル
に
て
開
催

基
調
講
演
「
現
代
に
法
華
経
を
伝
え
る
」

難
波
宏
正
（
大
阪
府
本
養
寺
住
職
）
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第
一
分
科
会
「
中
央
教
研
を
踏
ま
え
て
摂
折
論
を
考
え

る
」

第
二
分
科
会
「
家
庭
に
お
け
る
信
仰
相
続
」

第
三
分
科
会
「
社
会
問
題
へ
の
意
思
表
示
」

●
第
三
十
三
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

十
月
九
日

兵
庫
県
姫
路
市
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
に
て
開

催講
義
「
引
導
文
に
つ
い
て
」

南
條
孝
仁
（
全
国
声
明
師
連
合
会
前
会
長
）

「
宗
定
法
要
式
の
引
導
文
の
教
学
的
解
説
」

浅
井
圓
道
（
身
延
山
大
学
前
学
長
）

発
表
「
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
引
導
文
」有

本
智
心
（
大
阪
）

和
田
龍
昌
（
大
阪
）

南
條
孝
仁
（
和
泉
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
引
導
文
を
語
る
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

難
波
宏
正
（
大
阪
府
本
養
寺
住

職
）

●
第
二
十
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
十
九
日

福
井
県
小
浜
市
ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン

ポ
ー
ト
花
椿
に
て
開
催

基
調
講
演
「
現
代
都
会
の
葬
儀
事
情
に
つ
い
て
」

牛
込
覚
心
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

第
一
部
会
（
社
会
問
題
部
会
）

「
望
ま
し
い
寺
院
づ
く
り
」

第
二
部
会
（
寺
院
経
済
問
題
部
会
）

「
現
代
に
於
け
る
葬
儀
の
有
り
方
に
つ
い
て
」

●
第
二
十
七
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
十
五
日

愛
知
県
津
島
市
津
島
勤
労
福
祉
会
館

に
て
開
催

基
調
講
演

「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
摂
受
と
折
伏
に
つ
い
て
」

庵
谷
行
亨
（
立
正
大
学
教
授
）

分
散
会
共
通
テ
ー
マ

「
布
教
の
現
状
を
考
え
る
（
摂
受
折
伏
問
題
を
と
お
し

て
）」

●
第
二
十
二
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
二
十
七
日

岩
手
県
盛
岡
市
ホ
テ
ル
東
日
本
に
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て
開
催

基
調
講
演
「
信
仰
相
続

｜
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
て
｜
」

久
住
謙
是
（
現
宗
研
所
長
）

研
究
討
議

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

梅
森
寛
誠
（
宮
城
県
法
運
寺
住
職
）

●
第
二
十
八
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

東
京
都
品
川
区
立
正
大

学
に
て
開
催

テ
ー
マ

「
い
の
ち
・
自
殺
者
三
万
人
の
時
代
を
迎
え
て
」

基
調
講
演

「
自
殺
の
実
態
と
そ
の
予
防
・
宗
教
者
と
し
て
の
役

割
」斎

藤
友
紀
雄
（
日
本
自
殺
予
防
学
会
常
務
理
事
）

「
遺
族
の
気
持
ち
・
自
死
遺
児
の
訴
え
」

西
田
正
弘
・
自
死
遺
児
の
学
生

（
あ
し
な
が
育
英
会
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー吉

田
尚
英
（
京
浜
教
研
運
営
委
員
）

パ
ネ
ラ
ー

斎
藤
友
紀
雄

西
田
正
弘

早
水
日
秀
（
日
蓮
宗
声
明
導
師
）

松
田
英
秀
（
姫
路
蓮
正
結
社
教
導
）

坂
輪
宣
政
（
現
宗
研
研
究
員
）

●
第
二
十
八
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

白
根
桃
源
文
化
会
館
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
す
ば
ら
し
い
葬
儀
を
す
る
た
め
に
…
」

ホ
ー
ル
葬
の
あ
り
方
を
考
え
る

基
調
提
案

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

小
林
是
綱
（
常
徳
寺
住
職
）

「
法
要
実
践
の
立
場
か
ら
」
石
原
顕
正
（
立
本
寺
住

職
）

「
山
梨
県
教
研
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
」

飯
室
智
光
（
法
泉
寺
住
職
）
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「
寺
で
の
葬
儀
に
取
り
組
ん
で
い
る
立
場
か
ら
」

大
平
智
宣
（
要
法
寺
住
職
）

「
葬
祭
業
者
の
立
場
と
し
て
…
」

鈴
木
信
（

ア
ピ
オ
）

「
葬
儀
に
関
す
る
一
般
信
徒
の
立
場
か
ら
」
伊
藤
繁

（
法
久
寺
檀
徒
）

●
第
二
十
一
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
六
年
三
月
三
日

千
葉
県
安
房
郡
ニ
ュ
ー
小
湊

ホ
テ
ル
吉
夢
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
人
口
減
少
を
ふ
ま
え
て

年
後
の

寺
院
が
ど
う
な
る
か
を
考
え
る
」

講
演
「
千
葉
県
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
現
状
」

弓
野
武
郎
（

ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所
）

「
目
前
に
迫
っ
た
人
口
減
少

｜
お
寺
は
生
き
残
れ
る
の
か
‥
を
探
る
」

久
住
謙
是
（
現
宗
研
所
長
）

２
、
研
究
・
調
査
活
動

左
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調

査
・
研
究
を
進
め
た
。

●
現
代
と
教
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
伊
藤
如
顕
顧
問
、
石
川
教
道
・
早
坂
鳳
城
・
吉
田
弘

信
・
有
本
智
心
各
嘱
託
、
中
井
本
秀
・
松
森
孝
雄
各
研
究

員
）

摂
折
論
の
現
代
的
把
握
（
宗
門
の
基
本
姿
勢
）

教
学
の
現
代
的
把
握

●
教
団
・
教
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
石
川
浩
徳
・
新
間
智
照
・
井
本
学
雄
各
顧
問
、
石
川
修

道
・
馬
渡
竜
彦
・
山
田
妙
眞
・
影
山
教
俊
・
遠
藤
了
暉
・

小
林
貫
誠
・
野
村
環
右
・
成
田
東
吾
・
大
島
豊
扇
・
鈴
木

大
道
各
嘱
託
、
宇
都
宮
恵
禎
・
内
山
善
行
・
馬
島
浄
圭
・

讃
岐
英
昌
・
小
寺
成
文
・
伊
藤
美
妙
・
中
里
観
泰
各
研
究

員
）

世
間
の
目
線
に
た
っ
た
布
教
（
布
教
伝
道
）

二
十
一
世
紀
に
適
応
す
る
具
体
的
な
教
師
像
（
教

育
）

財
団
法
人
（
財
政
）

過
疎
過
密
に
か
か
わ
る
寺
院
の
適
正
配
置
（
組
織
）

葬
儀
に
係
わ
る
全
て
の
こ
と
に
つ
い
て
の
規
範
（
葬
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儀
）

デ
ジ
タ
ル

全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト

お
題
目
総
弘
通
運
動
総
括

●
現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
木
村
勝
行
顧
問
、
石
井
英
雄
・
石
原
顕
正
・
牟
田
口
義

隆
・
黒
木
源
章
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
、
坂
輪
宣
政
・
堀
江

宏
文
・
八
竹
成
奉
各
研
究
員
）

社
会
問
題
へ
の
意
思
表
示
（
布
教
伝
道
）

立
正
平
和
運
動

生
命
倫
理

新
宗
教

●
教
研
会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
岩
本
泰
寛
・
灘
上
智
生
・
馬
渡
竜
彦
・
影
山
教
俊
・
小

澤
恵
修
・
早
坂
鳳
城
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
、
中
井
本
秀
研

究
員
）

研
究
講
座
・
教
化
学
研
究
集
会
・
研
究
懇
談
会
を
開
催
し

た
。

●
十
月
二
十
日
、
教
化
学
研
究
集
会
を
大
阪
府
高
槻
市
総
合

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
し
た
。

講
演
「
日
蓮
聖
人
を
と
り
ま
く
信
者
た
ち

｜
池
上
氏
・
四
条
氏
」

石
川
修
道
（
現
宗
研
嘱
託
）

●
十
一
月
五
日
、
第
四
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
宗
務
院

に
於
い
て
開
催
し
た
。

特
別
発
表
〉

「
日
蓮
宗
は
社
会
規
範
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
」

川
村
孝
照
（
日
本
伝
統
文
化
研
究
所
所
長
）

「
教
化
学
に
お
け
る

布
教
教
化

の
意
味
」

影
山
教
俊
（
現
宗
研
嘱
託
）

「
日
蓮
聖
人
の
生
国
｜
安
房
の
国
東
條
郷
に
つ
い
て
｜
」

石
川
修
道
（
現
宗
研
嘱
託
）

「
目
線
を
現
代
に
合
わ
せ
た
行
動
と
現
代
社
会
の
諸
問
題

に
対
す
る
提
案
」芳

根
鋭
蔵
（
東
京
都
法
蓮
寺
檀
信
徒
）

「
社
会
の
目
線
で
、
日
蓮
聖
人
生
誕
八
百
年
を
考
え
る
」

町
田
栄
作
（
大
本
山
清
澄
寺
護
山
会
会
長
）

「
創
価
学
会
『
折
伏
教
典
』
に
つ
い
て
」
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伊
藤
立
教
（
現
宗
研
主
任
）

「
近
世
洛
北
鷹
峰
に
お
け
る
法
華
信
仰
に
つ
い
て
（
そ
の

二
）
｜
灰
屋
紹
益
と
吉
野
太
夫
の
法
華
信
仰
｜
」

奥
田
正
叡
（
京
都
府
常
照
寺
住
職
）

「
寺
院
経
営
の
一
方
策
｜
ユ
ニ
ー
ク
な
墓
地
造
成
」

草
野
弘
有
（
宮
城
県
本
国
寺
住
職
）

「
信
行
活
動
に
は
寺
族
も
一
緒
に
参
加
協
力
致
し
ま
し
ょ

う
！
」

大
森
ゆ
き
ゑ
（
神
奈
川
県
延
寿
寺
寺
庭
婦
人
）

「
法
華
経
の
行
者
実
践
教
本
を
作
ろ
う
！
」

服
部
即
明
（
愛
知
県
泉
龍
寺
住
職
）

「『
六
巻
抄
』
の
構
造
と
問
題
点
（
四
）

｜
「
文
底
秘
沈
抄
」
本
門
の
題
目
編
を
通
し
て
｜
」

早
坂
鳳
城
（
現
宗
研
嘱
託
）

研
究
発
表

第
五
十
六
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
に
て
研
究
発
表
を
行
っ

た
。

「
日
蓮
聖
人
の
生
国
｜
安
房
の
国
東
條
郷
に
つ
い
て
｜
」

石
川
修
道
（
現
宗
研
嘱
託
）

「
天
台
止
観
と
は
何
か

｜
行
動
科
学
の
視
点
で
修
行
を
問
い
な
お
す
｜
」

影
山
教
俊
（
現
宗
研
嘱
託
）

特
別
講
演

「
日
蓮
宗
子
弟
教
育
の
課
題

｜
現
代
の
あ
る
べ
き
教
師
像
の
一
提
言
｜
」

久
住
謙
是
（
現
宗
研
所
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

伊
藤
立
教
（
現
宗
研
主
任
）

研
究
例
会

●
研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行

い
、
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

「
宗
教
に
立
場
を
置
い
た
学
的
研
究
の
可
能
性
に
つ
い

て
」
中
井
本
秀

「
軍
政
下
ビ
ル
マ
の
僧
侶
の
役
割
と
活
動
に
学
ぶ
」

馬
島
浄
圭

「
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
か
ら
見
た
、
こ
れ
か

ら
の
女
性
教
師
像
」
伊
藤
美
妙

「
中
観
派
の
破
邪
の
論
理
に
つ
い
て
」
松
森
孝
雄
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「『
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
』に
関
す
る
一
考
察

｜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
は
ま
る
教
師
像

｜
」

宇
都
宮
恵
禎

「
聖
教
新
聞
か
ら
見
る
創
価
学
会
」
八
竹
成
奉

「
過
疎
地
寺
院
対
策
に
つ
い
て
の
考
察
」
小
寺
成
文

「
幸
福
の
科
学
に
お
け
る
布
教
伝
道
」
内
山
善
行

「
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
」
堀
江
宏
文

「
葬
儀
に
つ
い
て
」
讃
岐
英
昌

第
十
四
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を

公
開
講
座
と
し
、
宗
務
院
で
講
演
と
懇
談
会
を
開
い
た
。

●
二
月
十
八
日

講
題

「
日
本
の
若
者
は
な
ぜ
世
界
で
最
も
人
を
殺
さ
な
く
な
っ

た
の
か
」

長
谷
川
眞
理
子
（
進
化
生
物
学
者
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

「
隠
し
選
挙
と
イ
ラ
ク
出
兵

｜
公
明
党
創
価
学
会
の
危
険
な
亡
国
体
質
」

川

泰
資
（
政
治
評
論
家
・
椙
山
女
学
園
大
学
教
授
）

３
、
出
版
・
資
料
収
集

「
現
代
宗
教
研
究
」
第
三
十
八
号
を
編
集
し
、
全
教
師
に
配

布
し
た
。

教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平
成

十
四
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し
た
。

第
四
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
の
発
表
を
ま
と
め
、
小
冊
子

を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し
た
。

女
性
教
師
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
、「
日

蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
」
を
作
成
し
、
全
教

師
に
配
布
し
た
。

現
宗
研
教
化
資
料
シ
リ
ー
ズ

「
創
価
学
会
の
徹
底
的
解

剖
｜
お
題
目
総
弘
通
運
動
の
た
め
に
｜
」
と

「
創
価
学

会
の
内
部
矛
盾
」
を
合
本
発
行
し
、
全
教
師
に
配
布
し
た
。

新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め
の

蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

六
月
十
七
日
、
東
京
都
港
区
別
院
真
福
寺
に
て
真
言
宗
智
山
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派
主
催
の
「
第
二
十
三
回
各
宗
研
究
機
関
交
流
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
「
各
宗
研
究
機
関
交
流
会
の
あ
り
方
を
め

ぐ
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
の
「
交
流
会
」
自
体
の
あ
り

方
、
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
教

団
・
研
究
所
発
行
の
関
係
資
料
を
交
換
し
、
研
究
交
流
を
深

め
た
。

六
月
二
十
四
日
、
宗
務
院
に
て
第
十
八
回
「
教
化
セ
ン
タ
ー

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
発
行

の
布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と
各
セ
ン
タ
ー
間
の

交
流
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

十
月
八
日
、
東
京
都
杉
並
区
佼
成
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に

て
第
二
回
「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

研
究
報
告
「『
葬
祭

現
代
的
意
義
と
課
題
』
を

出
版
し
て
の
問
題
点
」

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
発
表
１
「
宗
教
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
｜

を
め
ぐ
る
一
考

察
｜
」

中
央
学
術
研
究
所

研
究
発
表
２
「
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
と
宗
教
間
対
話
」

宗
教
研
究
所

顧
問
会
議
・
嘱
託
会
議
・
研
究
員
会
議
を
開
催
し
、
研
究
所

並
び
に
研
究
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
内
容
の
充

実
に
努
め
た
。

教
区
・
管
区
主
催
の
各
種
研
究
会
議
・
研
究
会
な
ど
に
出
席

し
た
。


